自牧宗湛（下） by 綿田 稔

































（他宗派の僧を呼ぶのに多く用いられ うに見受け れ ）
を付ける程度であ






























































































































































































































じると証言される。これはまったく孤立した記述である。このころすでに 「宗丹」の常陸小栗氏出身説があったことを示すのかもしれないが、具体的に氏綱の時代と限定していること 特徴的で、そこにある種の信憑性を漂わせている。宗湛よりほぼ二世代後、小田原に「小栗宗丹」が実在 たのではないか。彼が関東武士であるとすれば 常陸小栗家との関係も考える余地が十分に出てくる。
　ともかくなにか理由があって、宗丹と宗湛とが同一人物であると永納は判
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私用があったらしく 奈良行きは座敷絵制作 ためであったらしい。 もかく□継は長享二年
（一四八八）
六月二十日に尾張から「帰洛」し、少なくと






参らず。天は半ば陰。早旦、昌子を小補に遣わし斎事を報ず。 「春陽和尚、これを招きて相伴となすは如何」と。小補云ふ「可なり」と。よって昌子 永徳に往 斎事を報ず。 「必ず来るべし」と云々。永徳より山葵一把を恵む。小補・永徳、来降 これを桂子寮に接し、これを斎す。一汁四菜、五果 茶了り、枕子 与へて一睡す。茶話、尅を移す愚、途中作すところの八章、二老の一覧に供 同じく度々の聯句また同前。小補云ふ。
（この後、二行分ほど空白）
……















































































にいた女性は、宗丹の娘で宗栗の姉で る め が 現状では荒唐無稽作り話とみなすほかない。
　　六、弟子　宗湛に実子月船以外の弟子がいたことは、 「舟侍者」と「小僕」を除けば
史料にはほとんどあらわれていない。記録上、宗湛 ほぼ単独で作画作業にあたっており、それは子の月船も同様である し がって宗湛は狩野派 よ
二五



























































のである。となると「一技の鷯侍者」と「一枝希維」とは、そもそも別人なのではないかという疑いが出てくる。そもそも 「一技の鷯侍者」 というのは、「一休の純侍者」 「亀泉の證蔵主」 「雪舟の楊知客」と呼んでいるの 同じことであって、このような呼称がありうるだろうか。
　ともかく、三十年間養叟に侍していた者が古嶽や東渓の時代まで存命して






































































































































































宗丹特に山水に長ず。その景中の態、煙雲変滅、林泉点綴、自ら天成の趣有り。その や、牧渓・玉澗、二家の法を学び また夏珪・馬遠に学ぶ。その筆を用ゐること、周文より潤ひ、雪舟より柔かなり。人物を画くや、筆を行ること磊落。花鳥を画くや 色を設ること稍や麁らし。然れども動植生意を得る。また倭画を見ず。
　山水画を評価の中心に置いていることは慧眼と言うべきであるが、この評
語が正しいのかどうか、今は判断する材料がない。しかし実のところ狩野永納の時点ですでにこう言い切れるだけの材料はなかったであろう。したがって宗湛 画風をこの評言だけ ら斟酌することは非常に危険 る。
　　二、遺作の推定︱賛者から　このように作品研究に関しては手詰まり 状況なのであるが、年代的にみ
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　　三、遺作の推定︱周辺絵師から　実際問題 無賛・無落款のものから宗湛画を探すことは至難の業である。
宗湛の画風を考える上では、一応は師と考えられる周文の作風から推定することが必要となるが、周文の作風からして把握す ことが困難な状況である。したがってまずは、子の月船 例を見るべきであろう。彼は「遮莫」と款する絵師 同一人物である可能性が強まったため、参考材料が増えた。
　しかし足利義政配下における宗湛の職掌を継承したのは狩野正信であっ































い樹根と 「竹石白鶴図屛風」 の樹根を比較することや、 「崖下布袋図」
（個人蔵）





















































もなく狩野でもない、しか ながらどちらかといえば漢画系の作例が、 世初頭において多く 「宗丹」 帰された であろう ただし無款 「いいもの」については、周文、狩野正信 蛇足といっ 周辺のより「有名な」絵師の伝承作 吸 寄せられる傾向にある ではな か。
　第一、宗湛と宗丹が同一人物である保証すらどこにもない。となる 、 「宗
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がないと思われるので掲げておく。









湛の史的位置を確認しておきたい ある。本章では、現在なぜ雪舟は有名で、宗湛は有名でないのかを考 こと 、両者の位置を浮き上が せ ことを試みる。
　室町時代という枠内で考えたとき、将軍家を後ろ盾に京都で活躍した宗湛
が重要であることは言うまでも 。義満ほどの絶対的 威厳はないとしても、義政の関係した建物におしなべて宗湛の絵があった 想像されるの あ
挿図 （（ － （　人馬図　『東京榛原氏所蔵品入札目録』所載
挿図 （（ － （　同　『新撰画鑑』所載縮図


































































湛の処遇について義政が「周文の如く」にこだわった は、そういった下地があったと見るべきであろう。将軍御成 控えた飯尾之種邸を季瓊が下見したことにも、このような状況の一端を窺い知 とができる。
　将軍そのものに実行力 くなった後は、自分が後見人となって将軍を擁
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名によって競って建てられた禅院塔頭方丈の多くが将軍第に起源を持つような画題の障壁画で飾られることも、このような文脈の中で解釈することが可能であろう。この大枠の検証は今後の課題として少なくとも、行幸・御成いう政治と文化 入り混じ た制度のなかにおける会所という場を中心として、モノが動き、生産され、消費さ いた時代であったと言うことは許されるだろう。これを美術という制度 中における展覧会＝美術館・博物館・ギャラリーと 場を中心として、モノが動き、生産され消費される現代状況と比較し みることは一興であるが 今はその余力はない。
　ともかくここで、将軍のためにしか描かない宗湛はその時期の基準となっ
たと言うことができ 。したがって、宗湛を無視してこの時代 ことを考えることはできない。宗湛を受けて狩野正信があり、狩野元信があって、そうして次の時代へ展開していくのであ と、大局的には考えられる。その意味で研究対象としての宗湛の重要性は、 「確実な」遺作の有 にかかわ ず尽きることはない。
　一方の雪舟は、 その生涯だけを見ると一介の地方絵師にすぎない。 しかも、



















































視できないという事態が生じる。逆に言えば、江戸時代があるがゆえに雪舟は一地方絵師というだけでは済まされ いということになる。つ り雪舟の美術史的価値は、江戸時代を視野に入れてはじめて説明できるので 。このような種類の存在感を示 日本の絵師は決して多くはない。雪舟が日本美術史上の巨人であるとすれば、まさにそこが肝要な点であると言えよう。それは宗湛 美術史上における重要性とはかなり異質である。
　ここで注意すべきなのは、江戸時代の動向は雪舟その人の意志とは基本的
には無関係だということである。その意味で、雪舟が近世の扉を開 というのは誤りである。雪舟 実際やそ 意図にかかわらず 狩野探幽が雪舟の絵の特別な良さを感じ取ったときに近世 扉が開けた。これは雪舟では く探幽の問題なのである。
　遺されたモノが人に作用してなにか新しい事態をまきおこす。美術の歴史




の考察を終えることにする。 「東山文化」 い 偏った言葉にとらわれず、
三九
















湛画の実際が明らかとなり、その評価の定まることを願っ やまない。本稿がそのための一助になる すれば、これにすぎ ことはない。
註（








onservation and Restoration of C









（） 　山本英男「江月宗玩筆録の﹁画師的伝 派図﹂について」 （ 『美術史の断面』清文堂、一九九五年） 。
（































（0） 　厳密に調査していないが、この表記は福井利吉郎「日本水墨画の本流」 （ 『恩賜京都博物館講演集』七集、一九三〇年三月）が目下の所、初見である。
（
（（） 　山本英男「宗継と遮莫の関係について」 （ 『雪舟とやまと絵屛風』日本美術全集十三巻、講談社、一九九三年）で、同一人物であることがほぼ立証された。
（
（（） 　本文中掲出島田論文 指摘があるが、今泉淑夫「落堕」 （ 『ことばの文化史 　中世４』平凡社、一九八九年）は採らず、 「月船」を還俗後の呼称と考えている。
（

































（（） 　海老根聰郎「寧波の文人と日本人︱十五世紀における︱」 （ 『東京国立博物館紀要』十一号、 一九七五年）の脚注に紹介され の。 『眼裡砂』の全貌は未紹介と思われ、稿者は実見していない。概要 ついては、今泉淑夫『一休和尚年譜１』 （東洋文庫六四一、平凡社、 九八 五十八頁を参照。
（
（（） 　実伝宗真「正続大宗禅師行状」による。仮に応仁元年に直ち 堺へ避難したとすると、文明六年までは堺に たことになる。
（







（（） 　一四五 〜一五 七。臨済 大応派で俗姓不詳。
（
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（（） 　拙稿 「 崇福寺蔵 「二十八祖像」 をめぐって︱明兆、 雲谷等益から雪舟、 文清まで︱」（ 『美術研究』三八六号、二〇〇 年六月） 参照のこと。
（
（（） 　正木孝之『自牧宗湛︱小栗宗丹』 （正木美術館、一九八五年）も文清を宗湛の前身と考えている。慧眼であると言いたいが、文清、文成、蔵三、宗丹をすべて同一視して宗湛と同一人物と考えるこ にはまったく同意できない。なお、文清を宗湛に比定する説は「文清筆維摩図」 （ 『国華』一四四号、一九〇二年五月）が最初であろう。
（
（（） 　宮島新一『水墨画︱大徳寺派と蛇足』 （日本の美術三三 号、一九九四年五月）を参照。
（
（（） 　春浦の賛はたしかに『大宗禅師語録』等にも収載されているが（ただし、第三句に異同がある） 、 着賛年代や絵の筆者についての情報はな 。なお 孤篷庵現蔵の 「徳山像」は右上部の一角が切除されていてそこに澤庵宗彭の賛のある紙が補われてるが、その絵の筆者については宗丹の伝承があ と う（研究 写真カードの書き込みによる） 。
（
（0） 　図版で見る限り絵師の落款はなく、なぜ宗丹筆の伝承がついているのかは大変興味深い。参考までに賛を掲げておくと「吹毛霜冷急常磨、玄要難分沙又沙、凌滅正宗白拈賊、烏藤六十未為多、野釈宗煕拝賛」である。こ 詩はたしかに『大宗禅師語録』等にも収載されているが（ただし、やはり第三句に異同 ） 、着賛年代や絵の筆者につ ての情報はない 江月が見た徳山像と本来組物で った可能性が強く感じられる。
（
（（） 　後考のため、一四五〇年代後半から一四八一年までの着賛が比較的明瞭で絵の筆者の不明な作例を、問題を含むものも含めて列記し 。
　　　山水図 　竺雲等連賛 　個人蔵 　一四五五年　　月夜 希世霊彦 七　　江山小景図（ 「宗丹」印） 　翺之慧鳳賛 　慈照寺蔵 　一四六〇年　　山水図 竺雲等連賛 　東京国立博物館 六〇 代
　　　披錦斎図 　宗甫紹鏡題他七僧賛 　根津美術館蔵 　一四六四年　　万里橋図 　九淵龍
賝
賛 　静嘉堂文庫美術館蔵 　一四六七年
　　哦松斎図 　瑞渓周鳳賛 　個人蔵 　一四七二年　　　山茶小禽図 　瑞渓周鳳賛 　京都国立博物館蔵 　一四七三年　　識廬庵図 瑞渓周鳳・横川景三賛 　永源寺蔵 　一四七三年　　雪夜訪友図 希材明育賛 東京国立博物館蔵 　一四七六年頃（
（（） 　亀泉日録延徳四年二月三日条による。
（
（（） 　拙稿「真珠庵蔵竹石白鶴図試論」 （ 『待兼山論叢』二十八号美学篇、一九九四年十二月） 。
（















（（） 　ほかでもない永納の義祖父山楽がそ 危機を身分の 理でくぐりぬけたから、そのように考えるのである。したがって、この逸話を狩野派内で脈々と語り継がれてきたものと認識す 大西廣 「雪舟史料を読む







（0） 　一四〇 〜 三。
（
（（） 　これについては髙岸輝 『室町王権と絵画 　初期土佐派研究』 京都大学学術出版会、二〇〇四年）を参照。
（
（（） 　たとえば、 長禄 年に泉殿障子に五山長老の賛を書かせた時にも、 「普広院殿御代」のことが調べられている。
（
（（） 　季瓊日録寛正六年十月九日条 よる。 この地は八月十日に結城勘解由左衛門尉 （政藤か）が上申した場所であった。
（










（（） 　山本英男「等春再考」 （ 『国華』一二七七号、二〇〇二年三月）を参照のこと。
（
（（） 　これについてはすでに若干の考察を試みた。拙稿「流行する雪舟」 （ 『歴博』一三二号、二〇〇五年九月）を参照。
（























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































朝日外・川崎千虎編「人物牽馬図 　画小栗宗丹 　榛原直次郎蔵」 『新撰画鑑』二編
巻二、東陽堂、一八八七年
無記名「牽馬 　宗丹筆 　榛原直次郎蔵」 『絵画叢誌』五巻、一八八七年八月＊「春景山水 　小栗 守田兵三氏所蔵 　廣業模」 『絵画叢誌』四十六巻、一
八九一年一月
無記名「小栗宗湛」 『国華』二十一号、一八九一年六月牧田富次郎編「小栗宗丹筆春景山水 　藤田鹿太郎君蔵」 『日本美術画報』初篇巻二、
　　　三、文献目録





＊「福禄寿図 　小栗宗丹筆 　大坂小山雲泉君蔵 　小山雲泉模」 『絵画叢誌』一一四
巻、一八九六年七月
無記名「宗湛」 『国華』八十二号、一八九六年七月星野錫編「小栗宗丹筆鷹図 　伯爵松平直亮君蔵」 『日本美術画報』三篇巻八、一八
九七年一月
星野錫編「小栗宗丹筆花鳥 　帝 博物館御蔵」 『日本美術画報』五篇巻六、一八九
八年十二月
無記名「宗湛」 『国華』一二〇号、一八九九年 月＊「松鷹 　小栗宗丹筆 　山本松谷縮図 絵画叢誌』一五一巻、一八九九年八月星野錫編「小栗宗丹筆芙蓉鷺図 　子爵福岡孝悌君蔵」 『美術画報』七篇巻十一、一
九〇〇年九月
無記名「宗湛」 『国華』一三二号、一九〇一年二月田島志一編 山水図（紙本墨画）小栗宗丹筆 　伯爵伊達宗基君蔵」 『真美大観』五
冊、日本仏教真美協会、一九〇一年

















松南「伝宗湛筆山水図」 『国華』二二三号、一九〇八年十二月星野錫編 小栗宗丹筆達磨図 　男爵九鬼隆一君蔵」 『美術画報』二十七篇巻一、一
九〇九年十二月
田島志一編「第三章 　宋元風」 『東洋美術大観』三冊、審美書院、一九〇九年＊「春景山水図 　伝小栗宗丹筆 　 伯爵伊達宗基君蔵」同右＊「春景山水図 　伝小栗宗湛筆 　伯爵伊達宗基君蔵」 『国民画鑑』審美書院、一
〇九年
星野錫編「宗丹筆桃雀図」 『美術画報』二十七篇巻七、一九一〇年 月星野錫編「宗丹筆雀図 　下条正雄君蔵」 『美術画報』二十九篇巻二、一九一〇年十
二月
＊「山水図 　伝宗丹 　伯爵伊達宗基」 『日英博覧会古美術出品 録』日英博覧会事
務局、一九一〇年
田島志一編 双雀 東京下条正雄君蔵」 『美術聚 』二冊、審美書院、一九 〇
年
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相見香雨「牧渓瑣談（下） 」 『美術写真画報』一巻九号、一九二〇年十月相見繁一「小栗宗丹 　鉄枴図 　岡崎国臣君蔵」 『雲州余彩』上巻、芸海社、一九二
二年
相見繁一「小栗宗丹 　花鳥図 　森谷栄助君蔵」同右笹川種郎『日本絵画史 　上巻』玄黄社、一九二二年
（宗湛の項目は『続双軒庵美術集
成図録』九州電気軌道株式会社、一 三三 に再録）
＊「鶏頭花図 　伝宗丹筆 　東京近衛公爵家蔵」 『東山水墨画集』七輯、聚楽社、一
九二五年
＊「青瓜図 　伝宗丹筆 東京近衛公爵家蔵」 『東山水墨画集』八輯、聚楽社、一九
二五年















飯塚米雨編「小栗宗丹筆山水図」同右飯塚米雨編「小栗宗丹（伝）筆花鳥図」同右飯塚米雨編「小栗宗丹（伝）筆芙蓉白鷺笹川臨風「小栗宗湛」 『塔影』九巻二号、一九三三年二月＊「小栗宗湛筆真山水 　島津公爵家旧蔵」同右相見香雨「小栗宗湛伝考」 『日本美術協会報告』三十一輯、一九三四年一月
（ 『相見
香雨集』三、青裳堂書店、一九 二年に再録）
＊「花鳥図 　伝小栗宗丹筆 　松江市森谷栄助氏蔵」 『恩賜十周年記念展観図録』恩
賜京都博物館、一九三四年




谷信一「天章周文 　天翁宗湛 　雪舟等楊」 『画説』九号、一九三七年九月
（ 『室町時
代美術史論』東京堂 四二年に再録）
＊「山水図 　伝小栗宗丹筆 京都市湯浅七左衛門氏蔵」 『第三回名宝展覧会図録
大阪市立美術館、一九三八年




















谷信一「芦雁図 　文化財保護委員会蔵」 『日本美術大系』四巻、講談社 六〇
年













金沢弘「図版解説 　芦雁図 　宗湛・宗継筆 京都国立博物館蔵」 『中世障屛画』京
都国立博物館、一九六九年







笠井昌昭「訳注 　本朝画史（四） 」 『人文学』一三一号、一九七八年三月松下隆章「如拙、周文と宗湛」 『如拙／周文』日本美術絵画全集二巻、集英社、一
九七九年




赤見貞「小栗家とその墓碑」 『小浜市史紀要』五輯、一九八一年福田晃『中世語り物文芸 　その系譜と展開』三弥井書店、一九八一年河合正朝「宗丹屛風と元信の花鳥」 『水墨の花と鳥︱室町の花鳥』花鳥画の世界二
巻、学習研究社、一九八二年
川上康夫「作品解説 　芦雁図 　宗湛・宗継筆 　京都国立博物館」同右河合正朝「作品解説 　花卉草虫 伝宗湛筆 　陽明文庫」同右河合正朝「作品解説 　芒燕図 伝宗丹筆 　徳川黎明会」同右河田昌之「美学会第三十二回全国大会報告 　小栗派の再検討︱宗湛・宗継・宗栗
一理解︱」 『美学』一三五号、一九八三年十 月
今泉淑夫「 『等伯画説』の一節をめぐって」 『日本歴史』三一六号、一九八四年九月山岡泰造「絵画史から見た日本と中国（序） 」 『関西大学東西学術研究所紀要』十八
輯、一九八五年
正木孝之『自牧宗湛︱小栗宗丹︱』正木美術館、一九八五年笠井昌昭他『訳注 　本朝画史』同朋舎出版、 九八五年蔭木英雄『蔭凉軒日録 室町禅林とその周辺 そしえて 七大西廣「山水図巻解説」 『禅林 讃 　中世水墨画を読む』毎日新聞社、一九八七年河合正朝「小栗宗湛から狩野正信へ」
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河合正朝「図版解説 　周茂叔愛蓮図 　伝小栗宗湛筆」 『室町時代水墨画の系譜』展
図録、根津美術館、一 九二年






金澤弘『水墨画︱如拙・周文・宗湛』日本の美術三三四号、一九九四年三月宮島新一『水墨画︱大徳寺派と蛇足』日本 美術三三六号、一九九四年五月綿田稔「真珠庵蔵竹石白鶴図試論」 『待兼山論叢』二十八号美学篇、一 九四年岩田篤『幻の絵師 　小栗宗湛』近代文芸社、一九九五年
（小説）
島尾新「図版解説 　二つの夏珪様 水図巻 美術研究』三六七号、一九九七年三
月
山本英男「藝愛試論」 『学叢』二十三号、二〇〇一年山本英男「雪舟と実景図 没後五〇〇年 　特別展 　雪舟』展図録、京都国立博物
館・東京国立博物館、二〇〇二年
金澤弘「作品解説 　江山小景図 　伝小栗宗湛筆 　慈照寺蔵」 『足利義満公六百 遠
忌記念 　大本山相國寺と金閣・銀閣の名宝展』図録、読売新聞大阪本社、 〇〇四年
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七月二日
宗丹真山水『同右』宗丹八景山水巻物『同右』宗丹山水屛風『神戸川崎男爵家蔵品入札目録』大阪美術倶楽部、一九二八年十月十
一日
宗丹林檎小禽『井上博士並ニ某家所蔵品入札目録』東京美術倶楽部、一九二八年十
一月一日
宗丹山水人物『公爵島津家御蔵品入札目録 東京美術倶楽部、一九二九年三月四日宗丹宣聖像『同右』宗丹枇杷萱草猫山茶花狗子『本入札目録』大阪美術倶楽部、一九二九年三月十六日宗丹秋景山水『説田家蔵品展観目録』東京美術倶楽部、一九三一年五月十九日宗丹山水横物『田村家及某家所蔵品入札目録』京都美術倶楽部、一九三二年四月二
十六日
宗丹真山水『穴 家愛蔵品入札目録』東京美術倶楽部、一九三二年十一月十四日宗舟鶉横物『三田九鬼男爵家蔵品目録』京都美術倶楽部、一九三二年十一月二
日
宗丹周茂叔愛蓮『続双軒庵美術集成図録』東京美術倶楽部、一九三三年十月十一日宗丹玄宗楊貴妃『旧大村藩主大村伯爵家某子爵家所蔵品入札目録』東京美術倶楽
部、一九三四年三月五日
付記
　資料篇の編集には阿部朋絵氏の協力を得た。記して感謝するものである。また、
情報収集には東京文化財研究所の各種データベースのほか、東京大学史料編纂所データベースを利用した。
五六
